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介
護
サ
ロ
ン

　
お
互
い
に
介
護
の
悩
み
を
話
し

て
、
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

対
象　
家
族
を
介
護
中
の
市
民

と
き　
９
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
ア
ル
カ
ド
ラ
ッ
グ
河
内

長
野
店
（
本
多
町
）

申
込　
電
話
で
東
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

�
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
０
１
８
０
）

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

で
脳
の
認
知
機
能
も
測
定
し
ま
す
。

と
き　
９
月
21
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午
（
相
談
は
１
人
45
分
程
度
）

と
こ
ろ　
み
の
で
ホ
ー
ル

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

申
込　
９
月
５
日
か
ら
電
話
で
西

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

�
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
６
６
０
０
）

高
齢
者
の
太
極
拳
教
室

対
象　
65
歳
以
上

と
き　
９
月
28
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
武
道
館

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
９
月
６
日
～
27
日
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
）
で
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
山
田
さ
ん
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
山
田
さ
ん

（
☎
�
62
・
５
８
９
７
）

元
気
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ズ

養
成
講
座

■
「
私
の
た
め
」
を
「
み
ん
な
の

た
め
」
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か

　
お
住
ま
い
の
地
域
な
ど
で
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
使
っ
た「
体
操
の
つ
ど
い
」

の
自
主
的
な
運
営
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

と
き　
10
月
22
日
～
11
月
19
日
の

毎
週
月
曜
日
▽
い
ず
れ
も
午
前
９

時
45
分
～
11
時
45
分
▽
５
回
シ
リ

ー
ズ
（
全
回
に
出
席
が
必
要
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

申
込　
９
月
５
日
か
ら
電
話
で
い

き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

高齢者

楠
木
正
成
の
魅
力
を
探
る
～
奥
河
内
に
育
ま
れ
た「
人
を
想
う
心
」～

阪
南
大
学
　
国
際
観
光
学
部
　
准
教
授　

和い

ず

み

　

だ

い

き

泉
大
樹

　
今
回
は
、
楠
木
正
成
に
関
す

る
「
伝
承
」
を
取
り
上
げ
て
み

よ
う
と
思
う
。

　
千
早
赤
阪
村
の
森
屋
墓
地
に

は
２
基
の
石
づ
く
り
の
五
輪
塔

が
あ
る
。
北
側
に
あ
る
塔
は
高

さ
約
１・
８
㍍
で
、
そ
の
形
態

か
ら
鎌
倉
時
代
後
半
の
も
の
と

考
え
ら
れ
、
南
側
に
あ
る
塔
は

高
さ
約
１・
３
㍍
で
、
繊
弱
な

感
じ
か
ら
、
南
北
朝
時
代
の
造

立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
両
塔
は
、
正
成
が
赤
阪
城
や

千
早
城
な
ど
の
戦
い
で
亡
く

な
っ
た
人
々
を
供
養
す
る
目
的

で
造
立
し
た
と
伝
わ
り
、
正
成

の
思
い
や
り
や
慎
み
深
さ
か

ら
、
自
軍
＝
味
方
の
塔
よ
り
も

幕
府
軍
＝
寄
手
の
塔
を
「
少
し

だ
け
大
き
く
建
て
た
」
と
い
う

「
伝
承
」
が
も
と
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
寄よ

せ

手て

塚づ
か

」・「
身み

方か
た

塚づ
か

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
両
塔
の
造
立

時
期
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
後
々
に
付
加
さ
れ
た
伝
承

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
伝
承
は
忘
れ

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人
が
、
地

域
が
、
今
日
ま
で
伝
え
続
け
て

き
た
の
で
あ
る
。
伝
え
る
に
足

る
だ
け
の
魅
力
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
人
々
が
感

じ
た
そ
の
魅
力
と
は
、
正
成
の

「
想
う
心
」
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

腕
が
良
い
と
評
判
の
大
工

中
世
の
サ
ム
ラ
イ
ヒ
ー
ロ
ー

第
３
回

は
、
心
地
良
く
住
ん
で
く
だ
さ

る
方
を
想
い
な
が
ら
家
を
建
て

る
の
で
あ
ろ
う
。
行
列
が
で
き

る
ス
イ
ー
ツ
店
の
パ
テ
ィ
シ
エ

は
、
美
味
し
い
と
喜
ん
で
く
だ

さ
る
お
客
様
を
想
い
な
が
ら
ス

イ
ー
ツ
を
つ
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

父
や
母
た
ち
は
、
い
つ
も
家
庭

を
想
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
人
生
の
豊
か
さ
は
、
誰
か
の

こ
と
を
ど
れ
だ
け
「
想
う
」
か

で
決
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
正
成
は
伝
承
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
、
時
代
を
超
え

て「
人
を
想
う
心
」の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
…
と
は
、
言

葉
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

▶
寄
手
塚

その他


